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学術論文 「デザイン理論』50/2007

Chopper:集 団 の デ ザ イ ン?

森 山 貴 之
京都市立芸術大学
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図1;『 イ ー ジー ラ イダ ー 』

1969年 に全世界 で公開 された映画 「イー ジー ・ライ

ダ ー』 は,バ イカー(バ イ ク乗 り)の イメー ジを決定

づ けた映画 と して有名で あるi。 アメ リカ ン ・ニ ュー シ

ネ マ特 有 のア ンチ ・ヒー ロー像 に重 ねあわ され,バ イ

カーは暴走 族か ら旅人 とな り,無 軌道 な暴力 は,自 由

へ の抵抗 とな った。 これ に より,こ の映画 は ア ンチ ・

ヒーローに憧れ る多 くの若者 の共感を得たのである。

ところでこの映画に登場するハーレーダビッドソン(図1)は,モ ーターサイクルのカスタ

マイズzの一種であるChopper(chop:ぶ った切る)の 典型 としても有名である。Chopper

はもともと車検制度のないカリフォルニア州などの西海岸地域で暴走族の中から生まれた,出

自としてはかなり特殊な改造スタイルの一種である。だが今 日それは多 くのメーカーにおいて

正規スタイルとして採用されると同時に,豊 富な改造部品によってオ リジナルバイクを自分の

手で作るという,新 しいモーターサイクルの楽 しみ方として受け入れられている。一方昨今の

メディアやファッションに眼を転ずれば,男 性に秘め られたワイル ドさを,あ るいはワルぶっ

た女性の可愛 らしさを強調するモー ドとして流通 しているのが見て取れる(図2・3)3。 ここ
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にはヴァナキュラーな集団のなかで生まれた特異な製品受容やイメー

ジが多様な関係構造に支え られつつ一般化 していると同時に,消 費

者にとって取捨選択的に存在す る一種の自己実現のアイテムと化 し

ている状況が浮かび上がっている。 このようにモノ(デ ザイン)の

受容 とは,さ まざまな関連物やイメージによって有機的に組織 され

た文化の受容であることがよ くわかる。

筆者の関心は,こ うした現代のモノ文化とデザインの接点 として

のカスタマイズ行為にある。なかでもカスタマイズという特異な製

品受容の中から生み出されたChopperは,個 別偏在化 した文化圏と

市場経済によって生み出されるデザインとの関係を考えるモデルケー

スになりうると筆者は考える。 これまでモーターサイクルのカスタ

マイズについては,デ ザイ ン研究 というよりも,む しろカルチュラ

ルスタディーズで取 り上げられてきた感がある4。しか し改造 という

行為に込め られた象徴的意味や,そ の支持集団の性格についての記

述が中心であり,そ れが造形文化 としてどのような可能性を持ちう

るのか,実 際のデザイン創造にどう還元されてゆ くのかについては

教えて くれない。

本稿ではまず研究の第一段階として,Chopperと いうスタイルを

成立させている関係構造を明らかにしたい。第一章ではChopperの

スタイルがいつどのように形成されたのか,そ の改造の変遷 につい

て概観す る。次 に第二章では,そ の普及を支えたアフターマーケッ

トJそ してハーレーダビッドソン社,日 本のメーカーに注目し,そ

れぞれのいかなる関係がChopperを 支えているのかを検討する。

図2:ハ ー レーの広告塔の よ

うなこの人物 はChop・

perの イ メージその も

のである。 しか しこの

人物が本当にアウ ト囗一

か どう か は微 妙 であ

る。

図3;BHC(BeverlyH川s

Choppers)は セ レブ

リテ ィ ー とChopper

の混合 イメ ージで人気

のファッシ ョンブ ラン

ドで ある(写 真 はモデ

ルのパ リス ・ヒル トン)

1:Chopperの 形成

a.Chopperの 定義と時代別特徴

Chopperは,現 在まで力タログや雑誌,WEBサ イ ト等で執筆者個々の解釈や経験に基づ

いて考察されており,定 義に関 しては統一 されていないのが現状である。ただその定義をいく

つか概観 してみると,あ る程度共通 した認識が見て取れる。その最大公約数的定義 として,

WEBサ イ トの百科事典であるWikipedia(ウ ィキペデ ィア)を 参照する。

Chopperと は過激 にカスタマイズされたモー ターサ イクルであ り,1969年 の 映画 「イー

94



ジー ・ライ ダー』で見 られるハー レーダ ビッドソ ンが典型的な例 である。今 日のカスタム ・

モー ターサイ クル の多 くはChopperの 意 味 を誤用 してい る。今 日Chopperと して扱わ

れて いるカスタム ・モーターサイ クル は,(通 常 クロー ム ・メ ッキが施 された)装 飾物や

金属部品が付加 されて いる。元 々のChopperに お ける改造 が性 能面 に基 づ くもので あっ

たの に対 して,こ れ らは美的要求 を満足 させ るため に付加 された ものである。6

まず 『イージー ・ライダー』に登場す る改造されたハー

レーダ ビッドソンが典型とされている。 これはもとの車両

とどのように異なっているのだろうか。素材となったオ リ

ジナルの車両と,映 画に登場する車両を図版に示す(図4・

5)。 オ リジナルは,エ ンジン ・ヘ ッ ドカバーの形状か ら

「パン(フ ライパ ン)ヘ ッド」と呼ばれているもので,1948

年か ら1965年 まで製造されていたFLと いうモデルである。

両者を外見から比較すると,完 全 に車体構造が変化 してお

り,ほ とんど別の部品によって組み上げられているのがわ

かる。

次 に後半の定義をみると,改 造 目的が,次 第に性能重視

か らスタイ リング重視へと変化 したことが示唆されている。

つまり改造の変遷において,目 的の変化 と共にChopperを

特徴づけるスタイルが形成 されていったと推察される。そ

こで手がか りを得るために,現 在確認できる範囲で大まか

に見てゆ く。 まず戦後か ら1950年 代にかけて,フ ェンダー

やエギゾース トマフラー,フ ロントブレーキ,モ ール類や

風防を除去 したハーレーダビッドソンが現れる(図6)。 次

に1960年 代になると,ハ ンドルとマフラー,ガ ソリンタン

ク,さ らにフロン トフォークやホイール,タ イヤが交換 さ

れてゆ く(図7)。 図5の ように車体構造に変化が生 じるの

は,1970年 代である。1970年 代の雑誌を見ると 「イージー ・

ライダー』に登場する車体と共通するスタイルで定型化 し

ているのがわかる(図8)。

このように時代別に概観すると,部 品の除去か ら車体構

造の変化へ と段階的に移行す る過程が理解で きる。特 に

図4;1951年 型FL(パ ンヘ ッ ド)

図5:Pイ ー ジー ・ラ イ ダ ー亅 のChopper

図6:映 画 『乱 暴者 』(1954・ 米)に 登場

する改造ハー レー。

図7:1960年 代 のスタイル
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1970年 代のスタイルを準備する意味で,1960年 代の改造の

なかに車体の構造的変化を呼び込む何 らかの契機が存在す

るのではないかと推察される。

b.戦 後～1950年 代:性 能向上のための改造

では,上 述 の推察の下に改造の変遷を検証 してみたい。

図8;19ア0年 代 のスタイル

まず,そ もそ もの改造の始まりについて説明しておきたい7。第二次大戦中ヨーロッパ戦線に

赴任 していた兵士達は,戦 地で軍用車に使用 していたハーレーダビッドソンを戦後アウ トドア ・

レジャーの一つとして楽 しむようになる。彼 らは当時のハーレー ・ユーザー達にならい,地 域

ごとに自分達のモーターサイクル ・クラブを結成する。ただこうしたクラブのなかには,そ れ

までオーナーズ ・クラブよりも過激な暴走を行う,い わゆる暴走族に近いものが生まれる。彼

らが盛んに行っていたのが,カ フェ・レースと呼ばれる公道でのレース行為であった。これは

元々イギ リスの若者がレース競技を真似て行っていたものだが,そ れを戦地で彼 らと交流 して

いたアメ リカ兵が国内に持ち込んだという説がある。

カフェ ・レースに使用されるイギリスのモーターサイクルは,レ ースを目的 として開発され

た経緯があり,軽 量な車体 と高出力のエンジンを活か したスポーツ ・ライディングを可能とす

る。 したがってアメリカでも非常に人気が高かった。 しかしハーレーダビッドソンは元々ツア

ラーと呼ばれる長距離走行用のモデルであったため,大 柄な上に車重が重 く,ス ポーツ走行に

は不向きであった。そこでハーレーダビッドソンのユーザーは,イ ギ リス車と同等のスポーツ ・

ライディングを可能にするために,保 安部品や装飾部品の除去による軽量化を行 う。こうした

イギ リス車 と同等の走行性能を求めたハー レーダビッドソンの改造が,「Bob-jobs(短 くカッ

トする)」あるいは 「Bobber」 と呼ばれた初期の改造である。

しか し1930年 代か ら盛んに行われていたダー トトラックや ヒル ・クライムと呼ばれる未舗

装路や急斜面で行われるレースなどでは,こ うした改造によ く似た,保 安部品を取 り除いて軽

量化された車体を見ることができる(図9)。 つまり改造を行う者たちは,部 品除去の手本 と

して,こ うした競技車両を参考にしていたことが推察され

る。Wikipediaの 文章を見る限り初期の改造は性能重視の

ものであるように思えるのだが,こ の レース車両 との共通

性を考えれば,レ ース車両のように改造す るという意識が

あったとしても不思議ではな く,全 くスタイリングを考慮

していなかったとは断定できない。

図9:1940年 代の ヒル ・クライム
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c.1960年 代 ～70年 代:改 造 の自己目的化

おれたちはパ ーツやアクセサ リーをで きるだ けす くな くして,ス ムーズ に走 るバイクをデ

ザイ ンし,つ くりあげた。 チ ョッパーは,ス ピー ド,ル ックス,そ して究極 の乗 り心地 の

悪 さを求 めて,よ けいな ものをそ ぎ落 と した結果の産物 だ。納得で きる ものが完成 すれば,

乗 りやす い とはいえないが,す くな くとも じつに クールに見え た。それは,見 た目を意識

したひ とつの乗 り方 とな った。8

ラ ル フ ・"サ ニー"・ バー ジャー,元 ヘルス ・エ ンジェルス ・オー クラ ン ド支部長

Bobberか ら次 の段 階への実質 的な変化 は,現 在確認す る

限 り1950年 代 末か ら60年 代 にかけて生 じてい る。 図10は,

ア メ リカ西海岸 を中心 とす る暴走族,ヘ ルス ・エ ンジェル

スの ラル フ ・"サ ニー"・ バー ジ ャーが1959年 に所有 して

いたハ ー レー ダ ビ ッ ドソンで ある。 彼 に よれ ば,ハ ン ドル

は50年 代の フォー マイカのパ イプ椅子か ら,タ ンクやフ ェ

ンダー は他車 の もの を加工 して流用 した とい う。 この外装

図10:1959年 撮影時のパー ジャー

の変更によって車体の外観は非常にスリムになり,エ ンジンなどの駆動部のメカニズムが強調

されている。明らかに50年代のBobberと は車体の印象が一新 しているのが見て取れる。

さらに図10で は確認できないが,彼 は 「よりクールに,(他 のライ

ダーの)視 線をひきつけるために」9,フ ロントフォークを純正のもの

より3イ ンチ長い戦前のXAモ デルのスプリング式フォークに交換

している(図11,実 例は図7を 参照)。 フロントフォークの交換は60

年代か ら頻繁 に見ることができるが,同 時に,タ イヤとホイールを

別車種の ものに交換 し,場 合 によってはフロン トブレーキを除去 し

たものも見受けられる。スプリング式ではないXLシ リーズのフォー

クを溶接 して延長するケースもあるi°。

ところで彼の一連の換装は,言 及を読む限 り改造がスタイ リング

の見地か ら行われだ したことを示唆 している。だが同時に排気量の

纓

図11:ス プ リング式 フォーク

拡大,ド ライブスプロケットの交換など駆動系の出力向上を目的とする改造 も行われていだ1。

とすれば,こ の一連の改造は以下のように解釈可能である。

一般的に
,加 減速時や高速走行時の車体は,ト レールと呼ばれる数値が大きいほど安定す る

(図12)iz。 トレールとはステアリング軸中心の延長線が地面 と交差す る点 と,タ イヤの接地点
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との間の距離 であり,車 体が直進する方向にタイヤの向き

を戻そうとする復元モメントの大きさと比例する。つまり,

フロン トフォークの延長は トレール量を増やし,改 造で出

力を上げたことによる急加速 ・高速走行時の不安定な車体

の挙動を安定 させる効果が期待できる。ただ安定性が増す

一方で,コ ーナリング時における低速でのハ ン ドル操作に

対 しては,復 元モメン トがハン ドルの操舵性に影響を与え

るため,曲 がりにくさ,ハ ンドルの重 さといった欠点となっ

図12:ト レールとキャスタ角

て現れる。 この対策に伴う試行錯誤の段階で,重 い ドラム式のフロン トブレーキを除去 し,ホ

イールとタイヤを細い径のものに換装 して軽量化を行い,タ イヤの接地面積を減 らして操舵性

を回復させたのではないかと考えられ るのである。

とはいえ,1960年 代末のカスタマイズにおいて,以 前とは比べ物にならないほどにフロン

トフォークが延長 されてゆく事実は,も はや機構上の理由からは説明できない ものである。

1960年 代か らChopperを 受注製作していたカスタム ・ビルダー(車 両の改造を行っていた専

門職人)の モンド・ポラスは1965年 の時点で,フ ロントフォークをより極端に延長するユー

ザーが増えていたと述べているis。他にも当時の専門誌を見ると,ど のような種類のフロン ト

フォークに換装するか,ど れだけ延長できるかに関心が集

まっていた様子が理解できる'4。しかし極端にフロン トフォー

クを延長 し,そ れに伴 い トレールの値が大きくな りすぎる

と,今 度は走行中にシミー現象が生 じる。 これは前輪操舵

系 と後部車体系の振動特性,タ イヤ特性がアンバランスに

なることによって起きる車体の共振現象で,ハ ン ドルの急

激なね じれを引き起 こすis。トレールは,ス テアリング軸 と

ホイール軸 との距離(ス テア リングオ フセ ット)や 角度

(キャスタ角)に よって変動するため,例 えばフロントフォー

クを支持す る トリプルツリーの加工 によってある程度調整

できる(図13)。 しか しそうした調整にも限度があるので,

最終的にはフォークの支持部,つ まりフレームを上方へ延

長する加工 によって,適 切な トレールが得 られる角度のま

まフォークを延長 してゆくことが必要 となる16(図14)。 こ

のフレーム加工の結果,フ ロントフォークが突出し,操 舵

部分が上に持ち上がり,後 方は低く押さえられた,『イージー ・

図13:ト リブルツ リーによる調整方法

図14:延 長 フレーム とフォー クの組み合わ

せ による車体構造。フ レー厶の延長

は.フ レームを ステア リングパイプ

上方 に延長する方向で行われる。
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ライダー』スタイルの車体構造が出来上がるのである。

いずれにせよ,走 行性能の低下にも関わ らずこうした改造が過激化 していったということは,

改造の目的がむ しろスタイリング本位へ と転換 していることに他な らない。 まとめると,

Chopperの 定型とされる構造改変型の 「イージー ・ライダー』 スタイルは,1960年 代後半よ

り性能向上のための改造が自己目的化 してスタイ リング本位の改造へと変容 した結果生まれた

スタイルであるといえる。この車体構造にまで及ぶ改造が,他 のモーターサイクルのカスタマ

イズにはない特質を生み出 しているのではないかと考えられるのである。

II:Chopperの 定型化

前章の考察から,Chopperの 成立において,一 つの転機 として1960年 代後半の改造をめぐ

る状況が特別な意味合いをもって浮かび上がってきた。では,具 体的に改造を支えスタイルと

して成立させたものは何だろうか。 もちろん冒頭に述べたような映画 「イージー ・ライダー』

などのメディアの影響 も大いに考えられる。だがこの部分は別に重要な問題を孕んでいると思

われるため,稿 をあらためて考察 したいと思 う。 ここではむしろ前章との関連性を知るために,

Chopperを めぐるアフターマーケット,モ ーターサイクル市場の側面に絞って考察する。

d.ア フターマーケットの拡大

前章でみたように,構 成部品を交換す る改造は1950年 代の末より確認できる。だが当時は

まだ量販品としての改造部品は存在せず,中 古の車体から部品を流用するか,個 別に部品を製

作して仲間内で改造を行 うしかなかった。前章で述べたタンクやハンドル,XAフ ォークへの

換装がそれにあたる。 しかし1960年 代半ばか ら,改 造を商売として行 うカスタム ・ビルダー

と呼ばれる職人が現れ,改 造用部品の製作販売を行うようになる。その先駆として知られてい

るのは,1966年 よりヘルス ・エンジェルスが所有する車両の改造を手掛けていたエ ド 「ビッ

グ・ダディ」ロスである17。彼は元々HOT-RODl8と 呼ばれる改造自動車のカスタム ・ビルダー

であった。 したがって改造用の自動車部品についての知識や溶接などの加工技術を持ってお り,

前章で見たようなフロントフォークの延長やフレーム加工を

ともなう車両の製作を得意 としていた(図15)。 例えばロス

は戦前のフォー ドA型 のサスペンションを流用するアイデァ

によって,今 までにない長さのフロントフォークの製作を可

能にした。このようなモーターサイクル用の部品を製作販売

す るカスタム ・ショップは1965年 以降カリフォルニアを中

心 とした西海岸地域 に集中して開業 している。1970年 ごろ 図15:℃andyWagoバ(1966)

99



に もな る と 「Chopperパ ー ツメーカー は,ま っと うな,非 常 に成功 した ビジネスマ ンに変貌

して いた」19と い う。 したが って1960年 代 後半 にChopperを 専 門 に扱 うアフ ター マーケ ッ ト

が萌芽 し,1970年 代前半 には一定 の規模 に成長 していた と推 察 され る。

この市場の成長を後押 ししたものとして,規 格化 された

部品の大量流通が考えられる。先にも述べたように換装用

部品の生産はアフターマーケ ットの萌芽と共に開始されて

いた。 だが規格化と大量流通 という意味では,例 えば1967

年にAEE社(AutomaticElectricalEngineering)が 販

売 した 「DoltYourselfChopperKIT」 のような,フ レー

ムやフロ ントフォーク等Chopperに 必要な複数の部品をま

とめたキ ットに注 目できる(図16)。 これ らは多少の経験は

必要なものの基本的に溶接や加工などの調整が不要で,ユ ー

ザーが個人で組み立てることができた。 したがって店舗で

改造を請負う必要がな くなり,部 品の通信販売によって販

路を拡大す ることが可能 となった。対象車種 も多 く,ト ラ

イアンフやホ ンダといった,当 時Chopperの ベース車両と

図i6:AEE1970年 代のDIYKIT

図1ア:AEEのKITに よって組み上 げ られ

たHONDACB750Chopper

して人気 のあ った車 種のキ ッ トも用意 されて いる(図17)。 オ イル ショック以後 の70年 代前半

は,モ ー ターサイクル市場が拡大 し,ホ ンダを筆頭 とす る日本車の市場 シェアが飛躍 的に拡大

した時期 で もあ り,こ れ らの車 種に対応す る部品の需要 も多か った ことが うかがわれ る。

この普及 と並 行 して,カ スタム ・ビルダーが発行人 とな ったChopperの 専 門誌が発行 され

て いるこ とも見逃せ ない。1967年 の 『ChoppersMagazine』,1969年 『StreetChopper』,

1971年 『Easyriders』 な どをは じめ,現 在確認で きる範 囲では,70年 代 までに数十 種類発行

されてい るようであ る。 これ らの雑誌 ではカスタム ・ビルダーの手掛 けた車両 の紹介や,カ ス

タム ・シ ョーの レポー ト,改 造 に関す る技 術情報が掲載 されて いる(図18)2° 。 またJammer

CycleProducts社 『JammerHandbook」

(1970～)の ような改造部品のカタログで

は,膨 大な改造部品の リス トに加え,改

造 に関するメカニズムや,注 意すべきポ

イン トな どが図解 されてお り,自 社が製

造する部 品と照応 できるようにな ってい

る21。これ らは通信販売などを通 じて部品

を購入す るユーザーにとって絶好のカタ

図18:左 よ り,ChoppersMagazine(196ア ～1969)StreetChopper

(1969)Easyriders(1971)
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ログであると同時に,改 造の流行やノウハウを知 るための情報メディアとして機能 していたと

いえよう。

具体的な販売実績を示すデータがないため今後の調査を待たねばならないが,拡 大するアフ

ターマーケ ットはDIYキ ットをはじめ容易に取 りつけ可能な改造部品を大量 に供給 し,多 様

な車種に対するカスタマイズを可能 としていた。 これは消費者にとって,ハ ーレーダビッドソ

ンや トライアンフ,ホ ンダCBな ど多様な車種を自分の手でChopperに 改造 して乗るといっ

た選択肢が豊富に存在 していたことを意味する。 ここか ら,60年 代末から70年代初期にかけ

て,Chopperの 典型的スタイルが定着 してゆくと考えられるが,ハ ーレーダビッドソンの改

造スタイルというよりは,む しろ汎用性のある改造スタイルとして流行 しているように見える。

とはいえ,こ の段階ではChopperは まだ単なる巷で流行 している改造スタイルにすぎない。

今 日のようにモーターサイクルの標準スタイルになるには,以 下の項で述べる70年 代のハー

レーダビッドソン社,日 本のメーカーの対応が大きな意味を与えていると思われる。

e.ハ ーレーのChopper化

ハーレーダビッドソンのスタッフも皆,ラ イダーの多 くがカスタマイズしているというこ

とをよく知 っていた。我々はモーターサイクルカルチャーを意識 し,時 流に合わせようと

努力 し,今 こそカスタムムーブメントに積極的に参加 していく時だと感 じていた。そこで

私は実験的に,後 にスーパーグライ ドモデル となる車両のモックアップを作った。その後

比較的す ぐにファク トリー ・カスタムがハーレーダビッドソンにとって欠かせないものだ

とな っていったのである。zz

ウィリー ・G・ ダビッドソン,ハ ーレーダビッドソン社

スタイ リング部門バイス ・プレジデント

1971年 にハーレーダビッ ドソン社(以 下ハー レー社 と略す)は,そ れまでのライ ンナップ

に加えて,新 たにFXス ーパーグライ ドを発表する。 これはハーレー社におけるChopperス

タイルの嚆矢 として語 られているモデルである。以後,1977年 のFXSロ ーライダー,1980

FXWGワ イ ドグライ ド,1984FXSTソ フテイルへ と継承 され,今 日の主力ラインナップを

形成 している(図19)。 これ らは 「ファク トリー ・カスタム」 と呼ばれ,他 のシリーズの構成

部品を組み合わせて新 しいスタイルを生み出すという,Chopperの 改造方法を踏襲 した もの

である。例えば1971年 のスーパーグライ ドは,FLの ボディにXLス ポーツスターのフロン

ト部分を移植 したもので,前 章における1960年 代の改造方法を踏襲 している。 ここではこう
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したハ ー レー社 によるChopperの 取 り込 み

がChopperに 与 え た意 味 につ い て考 え た

い23。

1969年 ハ ー レー社 は,機 械工 業の コング

ロ マ リ ッ トで あ るAMF社(American

MachineandFoundryCompany)に 買

収 され る。 輸入車 の趨 勢 に対 抗 できず経 営

難 に陥 って いた状況を挽回 したい とい うハー

レー社の思 惑 と,市 場 占有率 は12～16%で

あ る もの の利 益率 と顧客 満足 度の高 いパ ー

図is:左 上か ら時計回 りに,1971FX,1977FXS,1980FXWG,1984

FXST

レーダビッドソンの増産を図 りさらなる収益を期待す るというAMF社 の思惑とが一致 した

買収であった。AMF傘 下となったハーレー社の最初の使命は,生 産設備の刷新による増産と

新車の開発,そ してその受 け皿 としての市場開拓であった。 この使命 において,拡 大す る

Chopperの アフターマーケットは自社に利益を還元 しない不当な市場である反面,上 手 く取

り込めば落 ち込んだ収益を回復させる魅力的な市場 と映ったはずである。ここから考えて,当

時のハー レー社に 『イージー ・ライダー』を観てChopperに あこがれた潜在的顧客を取 り込

もうとする戦略的意図を読み取ることができる。つまりChopperの 取 り込みには,自 社の範

囲外で市場を作 り拡大させていたChopperを ハー レーダビッドソン固有の文化圏として囲い

込み,ア フターマーケットや輸入車に顧客が流れてゆくのを引き止める狙いがあったのではな

いかと推察できるのである。

車両の増産を決定 したAMF社 は,1973年 に最終組み立てを旧来の ミルウォーキー工場で

はなく,AMF社 の遊休軍需工場であったヨーク工場へと移 し,大 規模な生産ラインを投入 し

た。これによりそれまでの年産1万5千 台ペースから5万 台ペースの増産体制が可能 となった。

実際にFXシ リーズの生産台数の推移を見てみたい3」。初年度(1971)は4,700台 であったが,

以降徐々に増加 し1979年 には26,329台 を記録 している。 また自社製品比率で見 ると1971年 か

ら1975年 までは19～30%,1976か ら1980年 は37～53%と なっており70年代後半にFXシ リー

ズへの依存率が高 くなる。特に1979年 以降は50%台 で定着 し,FXシ リーズがハーレー製品の

中心的セグメントとなっていることがわかる。

自らChopperに 乗 っていた経験のあるデザイン研究家,ア ンナ ・マ ッセイによれば,

Chopperの 本質 とは 「プロの手をできるだけ借 りずに,自 分 自身の手で個性的な対象を創造

すること」zsであるという。とすれば,あ くまでChopperと は改造という行為に価値のおかれ

たスタイルであって,FXシ リーズのように,は じめから完成 している車両がアフターマーケッ
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トのChopperを 駆逐 したとは考えにくい。 しかし,ハ ーレー社がChopperに 特化 し,自 社

ラインナップにおける中心セグメントとして位置づけてゆく事実は,そ れだけChopperが 苦

境のメーカー脅救 う起死回生策と期待できるほどの市場影響力を持 っていたと同時に,ハ ーレー

ダビッドソンのパブリック・イメージを形成する無視できない存在であることを示 している。

つまりハーレー社によるChopperの 取 り込みは,カ スタマイズという積極的な製品デザイン

への介入によって生まれたスタイルを,ハ ーレーダビッドソンの 「正規の」スタイルとして追

認せざるをえなかったことを物語っている。だが逆にいえばこの追認によって,暴 走族のスタ

イルであり西海岸地域の限定的流行であったChopperは パブリックに認知 され,誰 もが乗 る

ことのできる標準的なモーターサイクルのスタイルとして開かれた と見ることができるのであ

る。

f.日 本車のハーレー化

ところでアメ リカのモーターサイクル市場は,70年 代に入 り高徃能小型車を送 り出す 日本

車によって100万 台規模に成長 してゆく。その中で全車種あわせて平均年産5万 台弱というハー

レーダビッドソンのシェアは相対的に下落 してゆく。650cc以 上の車種に限定 しても,ハ ーレー

ダビッドソンのシェアは73年 に80%を 記録 して以降,80年 代を迎える頃には15%台 にまで落

ち込む。つまり実際問題として,ハ ー レー社にはChopperに よって日本車の攻勢に対抗する

だけの体力がなかったのである26。

この市場動向と並行 して,1970年 代後半から日本のメーカーはChopperを 意識 したアメリ

カンと呼ばれるセグメントを作 り,主 に対米輸出用に生産を開始する。時期的に考えてこのセ

グメントは70年 代前半に輸出された車種に代わる,新 たな車種開発の必要性から作 られたも

のであったと推察 される。 したがってそのスタイルが,流 行のChopperス タイルを意識 して

いることは理解できる。だがモデルチェンジの度に,独 自のChopperス タイルを追求するの

ではな く,業 績不振のハーレーダビッドソンの製品デザイ ンに近づいてゆくという推移に注目

したい。 むしろそこからはChopperス タイルとハーレーをめぐる特別な関係が浮かび上がる

のである。

ここで一例 としてヤマハにおけるアメ リカンスタイルの変遷を見てみたい27。ヤマハは1978

年 に対米輸出モデル として既存のXS650を 基にXS650SPを 開発す る。 まだこの時点では,

従来モデルのハ ンドル とシー トをChopper風 にアレンジした程度で,ハ ーレー製品との共通

点は見出 しにくい(図20)。 しかし1981年 に発表されたヤマハXV750SPを 見ると,ハ ンドル

部分を頂点とする三角形の車体構造を持ちChopperス タイルに近づ くのだが,そ れ以上にハー

レー製品 と同じV型 二気筒のエ ンジンが搭載されている点で,明 らかに同社を意識しているこ
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とがわかる(図21)。 さらに1983年 の同XVビ ラーゴシリー

ズを見ると,完 全にFXシ リーズのスタイルを踏襲 してい

ることが明確に確認できる(図22)。 他メーカーにおいて も,

1970年 代末よ りアメ リカンタイプが輸出用に生産 され,80

年代 に入 るとハー レーダビッドソンのFXシ リーズに酷似

したモデルを発表するようになる。

ハー レー社の業績が今 日のようにアメ リカの優良企業 と

して数え られるほど回復す るのは,1981年 以降の新体制下

での生産体制 とマーケティングの改革が効果を発揮する90

年代以降であり,70年 代末か ら80年 代初期は同社が倒産の

危機 にあった時期である?g。したが って単にChopper人 気

への対応が目的であれば,業 績的に悪化の一途を辿 り,基

本的な設計 にも古 さが 目立つハー レー製品を模倣する必要

はない。例 えば高性能な並列四気筒エンジンがChopperの

改造車両 として珍 しくもな くなった70年 代後半に,わ ざわ

ざ性能の劣 るV型 二気筒エンジンにする必然性はな く,高

性能なメカニズムをChopperの スタイルによって仕上げれ

ばよい。 にもかかわ らずハー レーダ ビッドソンに依存 して

ゆく状況は,Chopperが 多車種を包括する汎用的なスタイ

ルにはな ったものの,そ の中心には依然 としてハー レーダ

図20:YamahaXS650SP(1978)

図211YamahaXVア50SP(1981)

図22:YamahaXV750Virago(1984)

ビッドソンが存在すること,言 い換えれば,Chopperが ハー レーダビッドソンというブラン

ドのプライオ リティに支えられていることが指摘できる。この意味において,Chopperと ハー

レーダビッドソンは代替不可の関係にあることが理解できるのである。 このブランド性の解明

については,例 えば企業イメージや製品イメージ,マ ス ・メディアとの関係 という別の問題 と

の関連性を予期させるものであるため今後の研究課題とし,こ こではその存在を指摘するにと

どめておきたい。

むすびにかえて

本稿はカスタマイズという製品受容とデザイン創造との関係を軸に考察 してきた。第一章で

は,Chopperと いうスタイルが,性 能向上の改造が自己目的化 した結果生まれた独特の車体

構造に由来することを明らかにした。続 く第二章ではアフターマーケットでの部品の大量供給,

ハー レー社による認証を通 じて,Chopperが モーターサイクルのスタイルとして定型化 して
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ゆ く経 緯 を 明 ら か に した 。 さ ら に ハ ー レ ー ダ ビ ッ ドソ ン と い う ブ ラ ン ドが,Chopperの イ メ ー

ジ の 中 心 に 存 在 し,Chopperを 支 え て い る こ と を 示 唆 した 。

総 合 す れ ば,Chopperに み る モ ー タ ー サ イ ク ル の カ ス タ マ イ ズ は,サ ブ カ ル チ ャ ー が 前 提

と す る よ う な 個 別 偏 在 的 な 文 化 圏 の 内 部 で 完 結 す る の で は な く,大 衆 文 化 や 市 場 経 済 と の 相 補

的 な 関 係 の 下 に 秩 序 づ け ら れ た 意 味 や 価 値 の 中 に 存 在 して い る。 そ う した 構 造 がChopperを

一 つ の パ ブ リ ッ ク な デ ザ イ ン と して 成 立 さ せ た の で あ る
。 こ れ を 一 種 の 開 か れ と 見 る な ら ば,

そ こ に 消 費 者 に よ る リ ・デ ザ イ ンの 可 能 性 を 見 る こ と も で き よ う。 た だ し,消 費 者 側 の 創 造 性

に つ い て は,あ ら か じ め 与 え られ た 規 則 や 様 式 の 断 片 を ル ー ル どお り に 組 み 合 わ せ て 個 性 化 を

果 た す 今 日 の 消 費 文 化 そ の もの の 姿 も見 て 取 れ る た め,慎 重 な 検 討 が 必 要 で あ る29。

今 後 こ う した 課 題 の 下 に,映 画 や 音 楽,雑 誌 媒 体 な ど の メ デ ィ ア や フ ァ ッ シ ョ ン と の 関 係,

地 域 ご と の モ ー タ ー サ イ ク ル 文 化 や 価 値 観 と の 比 較 な ど,そ の 多 様 性 や 地 理 的 位 相 を 踏 ま え つ

つ 多 角 的 に検 討 し て ゆ き た い と 思 う。
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図14:ChoppersMagazine1973年6月 号WEBサ イ ト.,)MAG(www.badmag.com)よ り

図15:PatGanahl,Ed"BigDaddy"RothHisLife,Times,Cars,andArt,CarTech,2002

図16:MikeSeate前 掲

図17:同

図18:前 掲WEBサ イ トBADMAG

図19:ハ ー レー ダ ビ ッ ドソ ン社 のWEBサ イ トwww.harley-davidson.com
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図20:www.moto-deal.com

図21:ヤ マ ハ 発動 機 のWEBサ イ トwww.21yamaha.com

図22:同

註

1原 題:EASYRIDER(1969・ 米)製 作 ・脚 本:ピ ー タ ー ・フ ォ ンダ 監督 ・脚 本:デ ニ ス ・ホ ッパ ー

脚 本:テ リー ・サザ ー ン 出 演:ピ ー タ ー ・フ ォン ダ,デ ニ ス ・ホ ッパ ー,ジ ャ ック ・ニ コル ソ ン

2海 外 で は 本 来 「customizing」 とい う名 詞 形 で使 用 す るべ き で あ る が,本 稿 で は 日本 で の 呼称 に した

が って,改 造 す る こ とを 表 す 名詞 と して こ の語 を 使 用 す る。

3ブ ロ ック ・イ エ イ ツ 『ハ ー レー ダ ビ ッ ドソ ン伝 説 』,早 川 書 房,2001,p .217～244,フ ァ ッ シ ョ ン ブ

ラ ン ドBeverlyHillsChoppersのWEBサ イ トwww.beverlyhillschoppers .com

4例 え ばD・ ヘ ブ テ ィ ッ ジ 『イ メ ー ジ と して の モ ノ:イ タ リア 製 ス クー ター 』(1988)は1950年 代 か ら

60年 代 の イギ リスに お け る イ タ リア製 ス クー ター を め ぐる文 化 的 諸 相 につ い て 考 察 した もの で あ る が,

そ こで は車 両 の カ ス タ マ イ ズ は,「 モ ッズ(Mods)」 とい う集 団 の ア イデ ン テ ィテ ィ表 現 の一 様 相 と

して 紹 介 され る に と ど ま る。 近 年 のA・ マ ッセ イ 『ス ク リー ンを越 え た ハ リウ ッ ド』(2000)は,サ

ブ ・カル チ ャー に想 定 されが ち な 「ユ ー ザ ー 自身 が理 想 どお りの消 費財 を創 造 す る こ とで,マ ー ケ テ ィ

ン グや 広 告 に よ る操 作 的 権 力 に反 抗 す る,(大 衆 文 化 の)外 側 に あ る理 想 化 され た ユ ー トピア 」 と い

う解 釈 を 批 判 し,デ ザ イ ン史 との横 断 の可 能 性 を 問 うて い る。 しか し彼 女 は カ ス タ マ イ ズ に お け る 自

己実 現 と改 造 行 為 の 関 係 に注 目 しつ つChopperに 言 及 す る もの の,そ れ が一 般 的 に デ ザ イ ン創 造 の

局 面 に お い て どの よ うな 影 響 や 拡 が りを 生 み 出 し た か に つ い て は触 れ て い な い(DickHebdige,

Objectaslmage:TheltalianScooterCycle,HidingintheLight:OnlmagesandThings,A

ComediabookpublishedbyRoutledge1988に 所 収,p.77～115 ,AnneMassey,Hollywoodbeyond

thescreenDesignandMaterialCulture,BERG,2000,p.174)。 ま た 国 内 で は佐 藤 郁 也 が 日本 の 暴

走 族 に お け る 「族 車」 の カ ス タマ イ ズ に つ いて 取 り上 げて い る(「 暴 走 族 の エ ス ノグ ラ フ ィー』 新 曜

社,1984)。

5主 に 自動 車 や モー ター サ イ ク ル な ど の改 造 や パ ー ツ販 売 を扱 う二 次 的市 場 を指 す

6Wikipedia,2006/12/23定 義 づ け の権 威 性 と い う よ りも そ の定 義 づ け に 誰 が 関 わ りう るか と い う点

で 公 共 性 の 高 いWikipediaを 取 り上 げ た。 参 考 にOEDの 定義 を紹 介 して お く。Chopper:Amotor-

cyclebuiltoradaptedforspeedandstrippedofinessentialparts;spec.onewithraisedhandle-

barsandfront-wheelforkextendedforwards,orig.asusedbyHell'sAngels.AlsoLoosely ,a

motor-cycle.初 出 は,SaturdayEveningPost1965年11月20日 。

7以 下 の経 緯 につ い て は,イ エ イ ツ,p.42～69,GaryCharles,BIKERSLegend,Lega(:y,andLife,

IndependentMusicPress,2002,p.20^-37,MikeSeate ,CHOPPERS,Motorbooks,2003,p.30^-

42,RichardByrd,TriumphBonneville,ReedInternationalBooks ,1994,p.9～11,ト ラ イ ア ンフ

研 究 家 イ ア ン ・チ ャ ドウ ィ ック のWEBサ イ トTriumphMotorcyclesTimeline(www.ianchadwick.
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com/motorcycles/triumph/timeO3.html)を 参 照 。 カ フ ェ ・レー ス に お け る車 体 改 造 につ い て は 後

述 す るBob-jobsと の共 通 性 が示 唆 され て い る。(Wikipedia,2007/1/10)

8ラ ル フ"サ ニ ー"バ ー ジ ャー/キ ニ ス&ケ ン ト ・ツ ィ ン マ マ ン 『ヘ ル ズ ・エ ン ジ ェル ズ 』 無 名 舎,

2001,p.88

9Seate,p.44

10バ ー ジ ャー/ツ ィ ンママ ン,p.85

11同,p.86

12ヤ マ ハ 発 動 機 株 式 会 社 モ ー ター サ イ ク ル編 集 委 員 会 編 『モ ー タ ー サ イ クル 』 山海 堂1991p.31～

32

13Seate,p.46

14Ch(uppersMagazine1968年5月 号

15ヤ マハ 発 動 機 株 式 会 社 モ ー ター サ イ クル編 集委 員 会,p.31～32

16TimothyRemus,HowtobuildaChopper,Wolfgangpublications,2001,p.18^20

17『TheChopper』,ス タ ジオ ・タ ッ ク ・ク リ エ イ テ ィ ブ,2003,p.155,PatGanahl,Ed`Big

Dα(∫ψゾ'RothHisLife,Times,C¢rs,an(1Art,CarTech,2002,p.106～130

18HOT-RODと は1930年 代 の フ ォー ドの エ ン ジ ンや 車 体 を 改 造 す る カ ス タ マ イ ズ の一 種 で,Chopper

同様 部 品 の 除 去 や 交 換 に よ って構 成 され る。(Wikipedia,2007/1/10)

19Seate,p.60

20ChoppersMagazineの 他,DouglasNason/GregEscalante,R、9TFINKTheArtofEd"Big

Daddy"Roth,LastGasp,2003,p.88,60年 代 ～70年 代 の 雑 誌 を 紹 介 して い るWEBサ イ ト

BADMAG(www.badmag.com),当 時 の 改 造 部 品 やChopper雑 誌 を扱 う店 舗SCのWEBサ イ ト

(www.rivet-jp.com/sc/loaded/index.html)を 参 照

21Seate,p.68～71JammerCycleProducts社 のWEBサ イ ト(www.jammerclub.com)を 参 照

22WillieG.Davidson,IOOyears(ゾ 磁 厂勿Dα ひεdsoπ,日本 語 版,ネ コパ ブ リッ シ ン グ,2003,p .135

23以 下 の経 緯 は,Davidson,p.157～161,イ エ イ ツ,p.160～161,リ ッチ ・テ ィ ア リン ク/リ ー ・オ

ズ リー 『ハ ー レー ダ ビ ッ ドソ ン経 営 再 生 へ の道 』,翔 泳 社,2001,p.19～22,デ ヴ ィ ッ ド ・K・ ライ

ト 『ハ ー レー ダ ビ ッ ドソ ン80年 史 』 グ ラ ンプ リ出版,1988,p.328～361を 参 照

24以 下 の デ ー タ に関 して は,ラ イ ト,p.373～375に 掲 載 され て い る生 産 台数 の推 移 を参 照

25Massey,p.174

26こ こ に はAMF社 の 増 産体 制 か ら生 じた 内部 的 問 題 が 大 きな 影 を 落 と して い る。 ハ ー レー 製 品 の 組 み

立 て は経 験 的 技 術 に よ る慎 重 な調 整 作 業 が 要 求 され,ミ ル ウ ォー キ ー工 場 の高 い職 人 意 識 によ って 行

わ れ る工 程 で あ った。 そ の工 程 が ヨ ー ク工 場 に奪 わ れ る こ とで ミル ウ ォー キ ー工 場 の工 員 達 に不 満 が

生 じて いた 。 一 方,ミ ル ウ ォー キ ー工 場 と は生 産 体 制 も技 術 経 験 も異 な る ヨー ク工 場 に と って,製 品

の 個 体 差 は 未 知 の もの で あ ったが,両 工 場 の対 立 が 技 術 交 流 の 妨 げ とな り,結 果 的 に製 品 は以前 の 品

質 水 準 を 保 つ こ とが で き な か っ た。 この 二 工 場 間 の ひ ず み は 経 営 陣 と両工 場 の労 組 との 関 係 を悪 化 さ
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せ,1974年 には100日 に及ぶス トライキへと発展した。 さらに1,000キ ロ以上離れている二工場間の部

品輸送や在庫管理にかかるコス トが利益のほとんどを食いつぶし,増 産にともなう設備投資を回収す

ることもできなくなっτいた。こうした組織的な問題が,ハ ーレー製品の品質だけでなく,企 業 自体

の体力を低下させていったのである(参 照文献については註22と 同)。

27以 下 『ヤマハ ・ドラッグスター ・ファイル』スタジオ ・タック ・クリエイティブ,2002p .56～62

28註22と 同 じ

29佐 藤 はカスタマイズについて 「消費によって個性を演出していこうとする試みは,消 費と商品生産の

様式へのきわめて没個性的な同調である。」 と述べ,そ の創造性については否定的な見解を述べてい'

る(佐 藤,1984,p277)。
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